
令和３年度第１回千葉市消費生活審議会議事録 

 

１ 日 時  令和３年７月１３日（火） 午後２時００分～３時１０分 

 

２ 場 所  千葉市消費生活センター ３階 研修講義室 

 

３ 出 席 者 《委 員》 

         志村修委員、石戸光委員、久保桂子委員、清水佐和委員、 

小川善之委員、齋藤一男委員、深谷耕司委員、海保英利委員、 

劉桂栄委員、羽鳥敏彦委員、保木口知子委員 

（欠席：鈴木美和子委員、相原隆委員） 

 

《アドバイザー》 

         長倉健アドバイザー（千葉市立緑が丘中学校校長） 

前田真帆アドバイザー（千葉市立生浜西小学校校長） 

 

《事務局》 

 神田生活文化スポーツ部長、 

御園消費生活センター所長、布川消費生活センター所長補佐、 

山口消費者教育班主査、尾崎相談・指導班主査 

 

４ 報 告 事 項 

（１）令和３年度実施事業について 

（２）令和４年度事業の方向性について（予定） 

（３）「第４次千葉市消費生活基本計画」策定に向けた今後の予定について 

 

５ 議事の概要 

（１）報告事項 

ア （１）令和３年度実施事業について 

     第３次千葉市消費生活基本計画に基づき、令和３年度に消費生活センター 

が実施予定の施策について、配布資料に基づき事務局から説明後、質疑応答が 

なされた。 

イ （２）令和４年度事業の方向性について（予定） 

     第３次千葉市消費生活基本計画に基づき、令和４年度の消費生活センター 

の事業の方向性について、配布資料に基づき事務局から説明後、質疑応答が 

なされた。 

ウ （３）「第４次千葉市消費生活基本計画」策定に向けた今後の予定について 

       令和５年度から運用開始予定の第４次千葉市消費生活基本計画策定に向け 

た今年度及び来年度の予定について、配布資料に基づき事務局から説明後、質 

疑応答がなされた。 



 

６ 公開状況 

  会議は公開。（傍聴人：１人） 

 

７ 審議会の成立について 

  委員１３人のうち半数以上である１１人が出席し、審議会は成立。 

（長倉健、前田真帆の両アドバイザーも、同席した。） 

 

（議長 志村会長） 

それでは、議事に入らせていただきます。報告事項（１）「令和３年度実施事業につい

て」事務局より説明をお願いいたします。 

（事務局 消費者教育班 山口主査） 

 それでは、報告事項（１）について、ご説明いたします。【資料１】をご覧ください。 

 まずは、「令和３年度実施事業について」、ご説明いたします。 

 皆さんご存じのとおり、令和２年当初からの新型コロナウイルス感染拡大によって、当

センターの教育・啓発事業も中止や縮小など、様々な影響を受けましたが、この１年で何

に注意すれば感染防止になるかということが分かってきておりますので、また、昨日から

東京都が緊急事態宣言に入りまして予断を許さない状況ではありますが、今年度は、その

時々の感染拡大状況に合わせて、柔軟に事業を実施してまいりたいと思います。 

「１ 講座・講演会について」ですが、いくつかピックアップしますと、巡回講座・連

携事業は昨年度キャンセルが相次ぎ、４０件程でしたが、今年度は現時点でお申し込みを

たくさんいただいており、６０件以上のお申し込みを頂いております。 

また、昨年度中止とした、「夏休み小学生講座」では、例年は子供同士でわいわい学ん

でいただく講座になっておりますが、今年度は「親子で話そう食品ロス」と題しまして、

話し合いの場面を親子に限定することによって、感染拡大のリスクを軽減することとしま

した。 

また、食品ロスのテーマは親子で話し合うことが子供同士だけで話し合うより、ご家庭

にお持ち帰りいただいた場面等で意味があることだと思います。 

続いて、裏面をご覧ください。「２ 学校での消費者教育について」です。いよいよ、来

年の４月に成年年齢が１８歳に引き下げられることから、３つの事業を中心に若年者の消

費者教育に力を入れてまいります。 

消費者教育研究推進校については、今年度で３年目を迎えます。今年度は市立千葉高校

と、さつきが丘中学校で実施しますが、この２校以外でも、依頼があればその都度支援を

していきたいと思います。７月１５日には、植草学園大学附属高校に伺って、講義を行う

予定です。 

 このほか、適応指導教室での出前授業や、昨年度の審議会でお帰りの際にご覧になった

方もいらっしゃるかと思いますが、消費者教育ポスター展の募集について、各学校に通知

を出しており、今年度も力作が集まると期待しています。 

続いて、「３ 情報・資料配布」についてですが、暮らしの情報いずみは、当センターが

奇数月に発行しております消費生活に関する情報紙になりますが、他の自治体への送付も

たくさんしていましたが、７月号からはメール購読に切り替えさせていただきました。今



後、個人で定期購読されている方々へも、メールへの購読を働きかけていきたいと思って

おります。 

また、市政だより折り込みの特集号は、１月号を予定しておりまして、成年年齢引き下

げに関する記事を掲載する予定になっております。 

私からは以上になります。 

（事務局 相談・指導班 尾崎主査） 

 続きまして、令和３年度実施事業【新規】について【資料２】をご覧ください。 

 こちらですが、通話録音装置等の設置経費に関して補助を今年度より実施いたしており

ます。迷惑電話等防止機器設置助成の目的としまして、近年深刻化している、高齢者を狙

った「電話 de 詐欺」やしつこい電話勧誘などによる被害やトラブルを防止するため、６

５歳以上の高齢者世帯に対し、迷惑電話防止機能付き電話機器等の購入・設置費用の一部

を助成するものです。 

 対象となる方につきましては、まず、市内に住所（住民登録）を有する６５歳以上の方

で、日中６５歳以上の方のみの世帯になることが条件となっております。お一人世帯でな

く家族と同居されていても、日中お一人６５歳以上の方のみとなる場合は対象となりま

す。 

 それと条件としまして、世帯にいらっしゃるすべての方が市税を滞納していないこと、

もう一点暴力団員又は暴力団員もしくは暴力団関係者ではないことが条件となっておりま

す。 

 助成の補助の金額ですが、対象機器の購入費・設置費用の３/４以内を補助の対象額とし

まして、上限が１万円となっております。一般的には、電話機が１万円から３万円程度の

もの、FAX 機能がついているものですと、もう少し高額になっておりますが、上限が１万

円となっております。 

 次に対象となる機器について、３点ほどご説明いたします。まず、固定電話に取り付け

るようなものですけれども、通話録音装置というもので、今ある固定電話に取り付けて、

電話内容を録音するとともに、通話内容を録音することを相手に自動的に伝える機能があ

るものです。メッセージの例としては、「この電話は振り込め詐欺などの防止のため、会

話内容が自動録音されます。」というようにメッセージが流れた上で着信する機能です。

あらかじめ、勧誘であったりとか詐欺電話であったりする場合にこのメッセージが流れる

ことによって切電される例が多いと報告が上がっております。 

 次は、着信拒否装置というものになります。こちらも今ある固定電話に取り付けるもの

で、かかってきた電話番号を自動で判別して点灯して通知する機能があるものです。ただ

し、こちらにつきましては、機械の購入とともに発信番号表示サービスへの加入が必要と

なります。３点目は、今申し上げた、ア・イの機能が元々ついている固定電話機を購入し

ていただくことも対象になります。 

 こちら今年度につきましては、予算上補助台数につきましては、５００台程度を予算と

して確保しております。予算額が、５００万円です。費用のほうが、設置費用３/４の補助

ということですので、なかには１万円以下のものを買われる方については、１万円以下の

３/４の補助になりますので、そのため、５００台程度ということで補助を予定しておりま

す。こちら申請の受付ですが、今年度７月１日から受け付けておりまして、現段階１日か

ら１２日の昨日までの日付で１３０件を受け付けております。今回申請にあたって、１０



月２９日までに予約して申請していただくことを予定しておりますが、今後の申し込みの

状況によってはこれまで市政だよりや暮らしのいずみなどの情報紙で周知のほうをしてま

いりましたが、各町内自治会等の協力をいただきまして自治会より回覧をしていただくと

いうようなことも考えております。以上でございます。 

（議長 志村会長） 

報告事項（１）について、今大事なものが新規でご提案がありましたので、ご質問や感

想とご意見等がございましたら、いただきたいと思います。いかがでしょうか。 

（深谷委員） 

 【資料１】の１番の表の中で、巡回講座がございますが、今年も地元で歴史愛好会をや

っており、出前講座等を依頼しておりますが、市政１００年とか千葉氏の歴史とかです

ね、そういった依頼をしておりますが、非常に今小・中学校を含めて大きな反響があるそ

うです。そういうことからすると、今回の事例も、非常にいい形でやられているのかなと

思いますので、ぜひ頑張っていただけたらと思います。それから、９月の江戸時代のリサ

イクルについて中身がどういうものかわかりませんが、非常におもしろそうな感じの印象

を受けました。 

それから、一番下の２月の消費生活講座ですね、最近どこが主催したのかわかりません

が、日本 FP 協会千葉支部主催の講座の申し込みがありました。私も申し込みましたが、

応募者が多数で落選してしまいました。そういったことで、かなり一般向けといいつつ

も、相当な希望者が出ると思いますので、落選された方々の対応についても十分検討して

いただけたらなと思います。 

 それから、２番の「学校での消費者教育」の本文のところで、３行目の「引き続き事業

を展開する」について具体性に欠けるのかなと思います。表に記載されている３つの項目

のすべてについてでしょうか。 

 それから、【資料２】の補助台数が先着５００名ですが、予算編成時に事前アンケート

とかは取っているのでしょうか。 

 以上でございます。 

（議長 志村会長） 

 それでは、いくつかお答えが必要かと思いますが、事務局お願いします。 

（事務局 消費者教育班 山口主査） 

 【資料１】について先にお答えさせていただきます。１番について講座に興味を持って

いただきありがとうございます。ぜひ応募もしていただけたら嬉しいなと思います。２月

の FP 協会との講座についてですが、昨年は中止になってしまいましたが、大変人気があ

って抽選になるほどの講座でございましたが、今回は会場を大きくしましたが、コロナの

影響で満席にはできませんが、生涯学習センターの２階ホールで行う予定ですので、いつ

もより定員を多くして募集したいと思っておりますので、よろしくお願いします。 

 それから、２番の消費者教育についてですが、ご指摘のとおり言葉足らずだったところ

があると思います。すみませんでした。中学校と高等学校を推進校に指定するという、消

費者教育推進校事業が今年度で３年目に入りまして、３年目だという意味で引き続き事業

を展開するという意味で作文させていただきました。この３つの中に新規の事業はありま

せんが、誤解を招くわかりにくい表現だったと思います。それぞれの事業は新規ではあり

ませんので、例年より良くなるように引き続き展開していくという気持ちでやっておりま



すので、よろしくお願いします。 

（議長 志村会長） 

 【資料１】についてはそこまででよろしいですか、深谷さん。 

（深谷委員） 

 はい。 

 （議長 志村会長） 

 それでは、【資料２】について事務局お願いします。 

 （事務局 相談・指導班 尾崎主査） 

 予算額５００万円についてですが、まず予算額を５００万円とした理由ですが、千葉県

警の発表では電話による詐欺の市内での発生件数は、２０１９年では２４０件、またしつ

こい迷惑電話などの電話勧誘による消費生活相談が２０１９年は４２９件発生しておりま

した。また、これを導入するにあたって近隣政令市・近隣市でどれくらいの補助をしてい

るのかを調査した結果、補助額については限度額１万円、件数は５００件ということで、

近隣市の状況を参考に５００件分５００万円を予算額として決めさせていただきました。 

以上でございます。 

 （議長 志村会長） 

 よろしいですか。 

 （深谷委員） 

 はい。 

 （議長 志村会長） 

 どうもありがとうございました。その他ございますか。よろしいですか。 

それでは、報告事項（１）については以上とさせていただきます。 

 続きまして、報告事項（２）令和４年度事業の方向性について事務局より説明お願いし

ます。 

 （事務局 消費者教育班 山口主査） 

 それでは、報告事項（２）について、ご説明いたします。【資料３】をご覧ください。 

「令和４年度の消費生活センターの教育・啓発事業の方向性について」は、私から説明さ

せていただきます。 

 令和４年度は、第３次消費生活基本計画の締めくくりの年となります。条例に定める理

念「消費者の権利を確立するとともに、自立を支援し、自ら考え行動する自立した消費者

を育成し、千葉市に関わる全ての消費者が安全で安心できる暮らしの実現に向けた消費者

施策を推進する」を目標に、取り組んで参ります。 

「１ 若者への消費者教育」についてですが、先ほど【資料１】の説明の際に申し上げ

た通り、成年年齢引き下げが迫っています。 

 公教育の中でどの子にも等しく消費者教育が必要であり、理想的には教科の中で質の高

い消費者教育を行っていくことが大変重要です。学校での取り組みには、教育委員会との

連携が欠かせません。以前から消費者教育ワーキンググループを設け、教育委員会との情

報交換を行っているところですが、より一層連携して、消費者教育を行っていきたいと考

えています。新規でこれをというものは、現時点で具体的なものはありませんが、【資料

１】のところに記載させていただいた３つをより良いものにしていくというところでござ

います。 



「２ 高齢者への消費者教育について」ですが、高齢化の進行と単身世帯の増加、それ

から、昼間は高齢者のみの世帯も増えています。高齢者本人への啓発はもちろんですが、

見守り従事者への消費者教育を進めていくことで、消費者被害・トラブルの防止や早期発

見に繋げて参りたいと思っております。 

「３ 新しい生活様式」への対応についてですが、インターネット関連のトラブルや通

信販売によるトラブルなど増加傾向にあるトラブルに関しては、繰り返し周知していく必

要があると考えています。高齢化の進行とデジタル社会の形成の加速が同時に起きること

から、トラブルの増加を懸念しております。 

また、周知方法のデジタル化については、今年度は市内消費者団体である、千葉県生活

協同組合連合会と共催で、YouTube による若者向け消費生活講座を実施します。まだ計画

段階ではありますが、大学生と啓発動画制作を含むワークショップを行う予定としており

ます。このようなウェブを利用した取り組みを今後も増やしていければと思います。 

私からは以上になります。 

 （事務局 相談・指導班 尾崎主査） 

 続いて、【資料３】の裏面をご覧ください。 

 「４ 迷惑電話等防止機器設置助成【継続】」こちらは、今年度に続きまして次年度も継

続して実施する予定でございます。高齢者を狙った電話 de 詐欺や迷惑電話による消費者

被害を未然に防止するため、６５歳以上の高齢者世帯に対し、迷惑電話防止機能付き電話

機器等の購入・設置費用の一部を助成いたします。 

 今年度の補助金交付者にアンケートを実施いたしまして、アンケート結果をもとに、ま

た今後の事業展開について導入効果を分析しながら研究してまいりたいと思っておりま

す。以上でございます。 

 （議長 志村会長） 

 成年年齢引き下げという大きな変化も含めて大きな変化となる年になりますが、今の報

告について何かご意見などがございましたらお願いします。 

 このコロナ禍でかなり生活様式がテレワークとか仮想の世界の中で物同士が行き違いす

る中で、消費生活が行われている現状があるのではないかと、その中での令和４年度でご

ざいますので、何かございましたらご意見いただきたいと思いますが、よろしいですか。 

 （深谷委員） 

 実際にデジタル庁の創設と消費者教育などと関連性は、具体的にあるのでしょうか。ま

だ、庁ができたばかりですから何も指示はないと思いますけれども、ちょっとイメージが

わからないので、もしわかれば教えていただきたいなと思います。デジタルと聞くと、給

付金や個人カードの関連に結びつけてしまうのですが、具体的にニュースで見ている感じ

では、消費生活と何か関連があるのかなと思ったのですが。 

 （議長 志村会長） 

 何かございますか。 

 （事務局 消費者教育班 山口主査） 

 デジタル庁が令和３年９月１日に創設されるということで、特にちょっとこれからでき

るデジタル庁からは指示とか方針は具体的には見ておりませんが、センターの方でも、例

えば講座のより一層のデジタル配信ですとか、あと相談そのものの直接の対面ではなくウ

ェブを通じてやっていくような方式について研究してまいりたいと思っております。 



 （議長 志村会長） 

 当然デジタル庁が開始されれば、消費生活との関連が皆無ってことは考えられませんの

で、その辺のところの情報もアンテナを高くして情報発信してほしいと思います。 

 よろしいですか。 

 （深谷委員） 

 はい。 

 （議長 志村会長） 

 どうぞ。 

 （久保委員） 

 コロナウイルスの関係で、非常に様々な行動が制約されている中で、今までと違った消

費者トラブル、そういったものが出ているのではないかなと思っております。例えば、私

が耳にしたものであれば、婚活サイトで直接会えないですけれども、やりとりしているう

ちに投資信託などの投資の話で誘われるとか、今まででしたら対面で誘惑されるところ

が、ネットを通じてのそういったトラブルに巻き込まれる、その人はおかしい話だと気づ

いて巻き込まれなかったのですが、コロナだからこそ何か起きてくる問題というものがあ

るのではないかなと思います。そのあたりの情報がもし寄せられていたら、ぜひお話いた

だきたいと思います。 

 （議長 志村会長） 

 何かございますか、お願いします。 

 （事務局 相談・指導班 尾崎主査） 

 生活様式が変わったことによりまして、やはり皆様が外出せずに自宅においてインター

ネットを通じた契約として、商品の購入が多く増えております。特にコロナ禍におきまし

て、定期購入や副業の情報商材の購入に関してやはり SNS などで、特に相手が場所だけ提

供されて友達の友達から聞いたというような、本当なのかどうかという情報が今インター

ネットで多く溢れていますけれども、そういった紹介で副業がしたい、コロナ禍の中で収

入が少ないといったところにおいて、副業の契約をされる方が多くいます。なかなか、コ

ロナ禍で収入が少なくなってしまったという生活環境において、そういった情報が魅力的

に感じるようです。実際の副業に関する内容をよく理解しないまま、確実に儲かるという

ことはないですけれども、それにすぐ飛びついてしまいます。たとえば、同じ方が３回・

４回繰り返してしまったり、自宅でテレワークをしている際に、その合間に契約を１０件

もされてしまったりというような、これまで単体の方が多かったのですが、ちょっと被害

額が大きくなってきているかなと感じております。やはり定期購入が増えておりまして、

インターネットでパソコンを見て申し込むってことであればまだ確認がしやすいですが、

皆様スマートフォンでご覧になるので、どうしても文字が小さい中での利用条件・総額購

入金額について一番下までスクロールしないと見えない状況にございまして、安い値段に

惹かれて皆様購入した上で、実は３回購入しなければならない、総支払額が５万円であっ

たというようなトラブルで、なかなか解約しようと思っても電話がつながらないというよ

うな相談が多く寄せられています。以上でございます。 

 （久保委員） 

 ありがとうございます。 

 （石戸委員） 



 １８歳から成年ということで、大学生なんかでいうと、困窮者ということで最近のコロ

ナの関係でバイトができなってしまった、そしてネットのデジタルでは個人間の金融がこ

れから問題になってきます。そして隠語を使ったわからない形のネット用語により、個人

間金融が本当に怖いことに今後つながってくるし、体がいろいろなことで損なわれていく

ようなことが起こる可能性もあります。消費ということもそうですし、お金の貸し借りに

ついてもこれから被害的な面では、１８歳ということで判断力はまだないが、契約できる

となりますと、そういう問題が出てくるだろうなと思います。 

 あとはデジタル庁という話がありましたが、海外、最近ニュースなんかでも取引で、

Google さんとかこういうところの取引があまりにも脱税的というか税金逃れとかですね、 

やめさせようではないかという、必ずしも拠点がないけれどもここで取引をしたとみな

す。英語・中国語でいろんなことの連携をするとか、消費者側とのやりとりが増えてくる

と思いますので、千葉市様におかれましても英語・中国語・ポルトガル語といった話が出

てきて、そことやりとりしなくてはいけない時もきっとくると思います。デジタル庁はそ

ういったことの対策も含まれてきますが、デジタル庁との連携が大事になってくるだろう

なと思います。以上です。 

 （議長 志村会長） 

 その他ありますか。どうぞ。 

 （齋藤委員） 

 私も、若者の消費者教育は非常に大事だなと思っております。ご発言の中で、どういう

教育をすればいいのかわかりましたけれども、センターさんの方で、特に若者の消費者教

育のことについてこういうことが懸念される、そういったところを重点的に教育したいと

いうことがあればご指導いただきたいと思います。 

それと、高齢者の消費者教育の問題ですが、実は私ども民生委員の仲間は千葉市内１，

５００名おりまして、毎月センターさんの方から暮らしのいずみをいただいておりまし

て、１，５００名の民生委員にお配りいたしまして、見守り活動をしていくなかで、特に

お一人暮らしのご老人等を含めまして、注意をするように呼びかけをしてくださいという

活動をしております。これもなかなか新しい情報が入ってきますので、非常に有意義な情

報提供をいただいていると解釈しておりますので、これからもぜひよろしくお願いしま

す。 

ちょっと細かいところで大変恐縮ですが、「２ 高齢者への消費者教育」の文書について

ですが、「高齢者本人への啓発とともに、見守り従事者への消費者教育を進めていく。」と

ありますが、言っている意味はわかりますが文面的にどうなのかなと思います。「高齢者

本人への啓発とともに、高齢者への見守り活動をしている方～」というように、ちょっと

表現を変えたほうがいいかなと思います。大変恐縮ですがよろしくお願いします。 

 （議長 志村会長） 

 今の点について、お願いします。 

 （事務局 消費者教育班 山口主査） 

 まず、若者への消費者教育についてですが、契約に関するルールといった、そういった

ものを重点的にやっていけたらと良いなと思っております。例えばコンビニとかで、「こ

れください」と言って、「はい、わかりました。」ってお店の人が言った瞬間が契約である

ということすら、一般の大人の方でも知らない方が多いと印象を受けております。契約と



いうのは、こういうものだよ、口約束でも、契約書に判子押した時だけではないよとい

う、だからひとつひとつの買い物を慎重にやらなければいけない、そういう契約の基本的

なこと、契約をした後に起きる責任とかを重点的に成年になる前に子供たちによく知って

もらいたい。あともう一点は、エシカル消費ですね、単に安い商品を買えばいいのではな

く、この商品がどういう背景でつくられたものなのかなど、そういった背景も含めてこの

商品を買うかどうか決めるというところ、この商品は誰が作ったのか、どういう理念を持

った会社が作ったのか、どれが正解というものはありませんが、自分なりの考えを持って

買い物、契約をしていただくところを幼い頃から学んでいってもらいたいと思っておりま

す。単発で事業をここで講座を行うことも反響があってとても良いことですけれども、や

はり学校教育のなかでそれができると等しく子供たちにそういったことを勉強してもらえ

るのではないかなと思っております。 

 それから、高齢者の方への消費者教育の部分で、ちょっと表現が平易でない部分があり

ましたので、今後は見直していきたいと考えております。 

 民生委員さんの会議等でお配りさせていただいているものについて訂正がございまし

て、「消費者被害注意報」という「いずみ」とは別のチラシを２か月に１回配布させてい

ただいております。民生委員さんの方を中心に発行させていただいております。見守りの

活動をされている方等にご活用いただいているというところでございます。 

 以上になります。 

 （齋藤委員） 

 はい。 

 （議長 志村会長） 

 深谷委員どうぞ。 

 （深谷委員） 

 本当に若者への消費者教育は重要なことだと思いますが、単純に契約といっても色々あ

るわけですよね。国民生活センターの方もおられますが、近在で私も FP１級の資格を持

っておりますが、試験を受けて高等学校へ行って金融機関に約４０年近く勤めていました

が、こういった方々の活用というのも考えられると思うので、参考にしていただけたらと

思います。それから、私も高齢者への民生委員をやっておりまして、１，５００名の中の

1 人ですが、見守り活動ということで、今日も熱中症の関係のチラシがあったものですか

ら、配ってきました。コロナの中での見守りっていうのは非常に難しいですね、そういう

ことで、本当に高齢者の目に留まるような形のものをやっていただけたらと思います。以

上です。 

 （議長 志村会長） 

 他にございますか。どうぞ。 

 （保木口委員） 

 令和 4 年度事業の方向性について、ここに挙げていただいた 4 つは、さすがだなと思い

ました。こちらに参加されるメンバーの方々が消費者行政だけでなく、学校の方であった

り、民生委員の方であったり、商店街の方であったり、経済の方であったりということ

で、本当に地域一体で関心を持ってくださっているので、すばらしいなと思っておりま

す。せっかくですので、私も全国のデータを扱っている立場からそれぞれの項目にについ

て、少し感想等を述べさせていただきます。 



最初の若者への消費者教育ですが、来年の 4 月に向けて私共も必死でして、今般私共で

１８歳、１９歳と今の成年である２０歳～２４歳の若者でトラブルに巻き込まれてしまう

ことに何か違いがあるのかを調べましたら、成年になって増えるのがお金関連と美容関連

でした。先ほど石戸先生がおしゃってくださったように、怪しいお金の貸し借りであった

り、儲け話であったり、後は情報商材の話もさっきしてくださいましたけれども、怪しい

投資話であったり、学生マルチも非常に増えます。もう一つは美容関連で、美容整形など

「その日のうちからお化粧ができます。」みたいな、軽い感じで学生さんでもバイトの費

用でできしまう。しかし、広告には「10 万円でできます」と書いてあるので話だけ聞きに

行ってみたら、結局「１０万円だと痕が残るから７０万円のほうがいいわよ」と言われ

て、その日のうちに施術までされてしまうということもあって、品質については、私ども

は言えませんが、「７０万円なんて高くて払えない」といったトラブルがございます。そ

ういった「美容」と「お金儲け」関連のテーマを中心に、毎月１本程度見開き１枚でイラ

スト入りの事例とチェックポイントを載せた注意喚起資料を出しておりますので、ホーム

ページからダウンロードして使っていただければ幸いです。 

 高齢者に対して、現在私どもが懸念しているのが、自宅の押し買いというのでしょう

か、お一人暮らしのマンションや一戸建てに電話がいきなりかかってきて、「ここの物件

は、条件はいいが、建物が古くなるとどんどん安くなるから、今のうちに売っちゃいなさ

いよ。固定資産税もかからないし、修繕費もかからないし、めんどうくさくないよ。今だ

ったら、１，７００万円で売れますよ。１，７００万円を家賃に充てればこのまま同じ家

に１０年は住めますよ。」というような契約を強引にしてしまうという案件です。不動産

の売買には、消費者保護ルールがきちんとありますが、この場合は高齢者が売り手側にな

るのですよ。売り手側に対する保護というのは、十分ではないので、国土交通省などとも

検討に向け情報共有しております。なんといっても、住まいなので金額も大きいですし、

住むところがなくなるようなことになれば大変なことなので、要注意案件です。 

それと最後に、「新しい生活様式」ということで、目立つようになった消費者トラブル

を４つ挙げさせていただきます。１つ目は先ほどおっしゃっていただいた「定期購入」が

圧倒的ですが、２つ目は、小学校・中学校の先生もおられますが、オンラインゲームの高

額課金。コロナの影響でお友達と遊ぶ機会がないせいなのか、特に小・中学生の男子が高

額課金してしまって、親御さんのところに請求がきて気が付くということが非常に増えて

います。３つ目は、先ほどの見守り活動の消費者被害注意報にもありましたが、ネット通

販で知っているメーカーの商品がとても安くなっている、これはお買い得だと思って、ポ

チっと押してしまうといつまで経っても商品が届かないとか、全く違う商品が届いたとい

うようなことが多くなっています。支払い方法として個人名義の銀行振り込みしか選べな

い、というものは怪しいですね。４つ目はネットでのサービス契約。先ほど先生からもお

話がありましたように、「マッチングサイト」、ここから怪しい投資に誘導されるものも多

いです。出会いの場がリアルでは少なくなっている、そういうところを悪用されるケース

です。同じように、映画や動画の配信サービスの利用が増えていますが、無料お試し期間

内だけで解約しようと思ったのに、複雑でできないといったものもありますし、外食がで

きにくくなって以降、さまざまな食事の宅配サービスに関するトラブルも増えています。 

 （議長 志村会長） 

 ありがとうございました。 



 ひとつずつ、そういえばと思うところばかりで、ありがとうございました。 

 その他、ございますか。 

 （羽鳥委員） 

 たしかに悪いことをする事業者は世の中にたくさんいると思いますが、やっぱり本来の

消費者教育の根本は、まっとうな事業者を選んでいこうという、そういう目を養う消費者

をつくっていく、これが非常に大事です。人をだまくらかして儲けようとする事業者をや

っぱりどうやって見抜いて、どうやってそういう事業者を市場からレッドカードで退場さ

せていくかということが本当は大事なわけであります。今、保木口さんから言われたとお

りで、本当にいろんなものが周りにありすぎてよくわかっていない、情報が本当に過多で

本当にわかっていない。先ほど契約の話で、「コンビニで、これをください。」といった時

が契約ですよ。という話がありましたけど、これがネットになると、アマゾンなんかはい

ろんな情報があって、実は「これをください。」って言って「はい。」と言われてもそれは

アマゾンの契約ではないです。だから、勝手に反故にされることもたくさんあります。で

も、めちゃくちゃアマゾンってトラブルになっています。「これを下さい。」ってアマゾン

に頼んで、ネット上で頼むと、頼んだお客さんが日本人だと、来るものだと思って待って

います。ところがアマゾンから、「その商品は、契約になっていませんので、お届けでき

ません。」って勝手に返ってきます。というトラブルも、別にお金を払っているわけでは

ないから、お客さん的にはお金をとられちゃったという話ではないですけれども、欲しい

ものが買えないというトラブルにもなっています。別にアマゾンがそれだから悪いとか良

いとかという話でなくて、そういったことをしっかりわかった上で生活をしていかなくち

ゃいけない。「新しい日常」という言葉がありますけれども、そういうものがあるよとい

うことを知らしめていかなくてはいけないと思います。 

我々としては、毎年「わたしの提言」という論文募集を行っていまして、毎年テーマが

ありまして、今年の場合は「わたしが考える消費者教育」、「SDGｓの目標達成のために取

り組むべきこと」、「インターネット社会と消費者課題」まさに今の課題ですね、他に「成

年年齢引き下げに伴う被害防止を考える」、「“消費”で築く新しい日常」これは令和３年度

消費者月間テーマになっていたものです。あとは、「消費生活に関する自由課題」という

ことで、こういったもので要は、私はこの課題に対してこういう提言をしたいという論文

を書いていただくものです。毎年、内閣府特命担当大臣賞が出ます。毎年実施していて、

今回で３７回目という、そうとう長く続いている論文募集になりますけれども、こういっ

たもののうち、例えば、消費生活センターで働いている方々に書いていただくなど、最近

では学生さんがものすごく書いてくださっていて、学生さんも一昨年もしくはそれより前

くらいに内閣府特命担当大臣賞をとるような、そういう論文も出てきています。 

もうひとつこれに加えてやろうとしていることが、若年層である中学生に対して、論文

ではないが中学生が考える作文コンテストみたいなものを、ちょっとやってみたいなと。

小学生のころから、こういった話は家庭科や道徳とかでいろいろとされてきている。そん

な中で、中学生になって少し大人に近づいたところで、消費者問題って何かを考えてもら

う。一度書いてもらった子のなかには、先生が書けっていうから書いたけど、お金も稼い

でいない僕たちが消費に関して書いていいのだろうかという作文を書いてきた子もいまし

たが、それぐらいいろんな子供たちの作文の内容があって面白いなと思っています。これ

から事業化して、作文コンテストみたいなものをやっていきたいなと、そうすることで子



供たちの関心を持ってもらう。夏休みの宿題でもいいと思います。関心を持ってもらうよ

うなことをやっていきたいなと考えていますので、事業化した際にはぜひご活用していた

だければと思います。よろしくお願いします。以上です。 

（議長 志村会長） 

その他ございますか。よろしいですか。まだまだ、身近な問題がでてきそうであります

が、そういった意味では、令和４年度は消費生活にとって大変重要な年だなと改めて感じ

るわけでございます。事務局の方は、提案に沿った形で今のご意見を参考にして実施して

いただければと思います。よろしくお願いします。 

それでは、報告事項（２）については以上とさせていただきます。 

続きまして、報告事項（３）「第４次千葉市消費生活基本計画の策定に向けた今後の予

定について」、事務局より説明をお願いします。 

（事務局 消費者教育班 山口主査） 

それでは、報告事項（３）についてご説明いたします。【資料４】をご覧ください。第

３次千葉市消費生活基本計画が令和５年３月３１日で期間が終了いたします。このため、

事務局では第４次の基本計画の策定準備を開始いたしました。つきましては、今年度から

来年度にかけて、審議会及び新基本計画の検討部会を複数会開催する必要がございます。 

具体的には、令和３年１１月には今年度２回目の審議会を開催し、その時に第４次千葉

市消費生活基本計画の策定について、市長から諮問いたします。また、この場で検討部会

の設置を行います。１１月の審議会では、通常行っております令和２年度実績報告を含め

た通常の令和３年度実施事業、令和４年度実施事業等についてもたくさんの議事がござい

まして、こちらの方で第２回の審議会を開催させていただきます。そして、令和４年２月

に WEB アンケートを実施する予定ですので、その結果も踏まえて令和４年３月に第１回

検討部会を開催いたします。この時点で、骨子（案）を事務局よりお示しさせていただき

ます。それを踏まえて、令和４年５月に骨子（案）の確認と個別施策のために第２回検討

部会を開催いたします。その後令和４年６月に委員改選を経まして、令和４年７月に令和

４年度第１回審議会にて中間報告を行います。それから、令和４年１０月の第２回審議会

で答申を行う予定になっております。近年、年に１回のペースで審議会をやらせていただ

いていましたが、今年度から来年度にかけて、審議会の開催さらに部会の開催をさせてい

ただきますので、よろしくお願いします。令和４年１０月の第２回審議会の答申を経まし

て、パブリックコメントを令和４年１１月から１２月にかけて行いまして、パブリックコ

メントで出た意見に基づき調整した後、策定し３月に公表。令和５年度より運用を開始い

たします。ご多用中大変恐縮ですが、委員の皆様につきましてご協力よろしくお願いしま

す。以上です。 

（議長 志村会長） 

報告事項（３）について、何かございますか。 

第４次千葉市消費生活基本計画策定について、今お話しがあった部分で、かなりいろん

な部分の見直しをする必要になってくる大事な時期だと思いますので、皆様もぜひそうい

った部分では、何かご意見がありましたらのちほどでも結構ですので、事務局の方へお話

をいただければと思いますが、よろしいですか。 

どうぞ。 

（深谷委員） 



令和４年３月・５月の部会ついて、この時の我々委員の位置づけはどうなるのでしょう

か。部会とは我々委員も入りますか。それとも事務局だけの部会でしょうか。 

（事務局 消費者教育班 山口主査） 

部会は、委員の方の中から選出していただきまして、人数はまだ決まっておりません

が、委員の方の中から部会のメンバーを選んでいただきます。 

 （議長 志村会長） 

 よろしいですか。 

 部会は、委員の中から選ぶそうです。また、その時になったらお話があると思います。 

 （深谷委員） 

 はい。 

 （議長 志村会長） 

 他にございますか。 

 じゃあ、大変な時期に来ている消費生活について、良い計画ができますように皆様のご

協力をいただければと思います。 

 これで、本日の報告事項は以上とし、終了とさせていただきます。少ない時間で十分お

話ができなくて申し訳ありませんでしたけれども、ご協力ありがとうございました。長時

間にわたる審議にご協力いただきまして、誠にありがとうございました。 

 審議会全体を通して、ご意見・ご感想等は何かございますか。 

 なければ、進行を事務局に戻したいと思います。どうもありがとうございました。それ

では、事務局お願いします。 

 （事務局 消費生活センター 布川所長補佐） 

 それでは、令和３年度第１回千葉市消費生活審議会を終了いたします。ありがとうござ

いました。 


